
ニ
ュ
ー
ス

『
最
後
の
辺
境

チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
』

第
２
回
梅
棹
忠
夫
・
山
と
探
検
文
学
賞
受
賞
に
寄
せ
て

永
田
秀
樹

中
村
保
著
「
最
後
の
辺
境

チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
」
が
こ
の
た
び
「
第
２
回
梅
棹
忠
夫
・

山
と
探
検
文
学
賞
」
を
受
賞
し
た
。

世
界
各
地
で
学
術
調
査
を
実
施
し
、
生
態
学
者
、
民
俗
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
比
較
文
明
論

を
唱
え
た
梅
棹
忠
夫
さ
ん
。
中
国
南
西
部
に
２
０
年
以
上
に
渡
っ
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

重
ね
て
来
た
中
村
さ
ん
に
ふ
さ
わ
し
い
賞
で
、
担
当
編
集
者
と
し
て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

最
終
選
考
の
５
作
品
に
入
っ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
ろ
、
著
者
の
中
村
さ
ん
か
ら
メ
ー
ル
が
届

い
た
。
ミ
ラ
ノ
大
学
の
Ｆ
・
マ
ル
タ
さ
ん
が
「
最
後
の
辺
境

チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
」
を

卒
論
に
取
り
上
げ
、
自
宅
を
訪
問
し
た
と
の
内
容
で
、
二
人
の
笑
顔
の
写
真
も
添
付
さ
れ
て

い
た
。

長
年
、
日
本
山
岳
会
の
「Japanese

Alpine
News

」
を
編
集
し
、
英
国
の
王
立
地
理
学
協

会
か
ら
横
断
山
脈
研
究
の
功
績
で
バ
ス
ク
・
メ
ダ
ル
を
受
け
た
中
村
さ
ん
の
世
界
的
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
発
信
力
の
証
で
あ
り
、
受
賞
を
確
信
し
た
メ
ー
ル
と
な
っ
た
。

中
村
さ
ん
か
ら
出
版
の
話
が
あ
っ
た
の
は
２
０
１
０
年
秋
、
編
集
に
と
り
か
か
っ
た
の
は
翌

年
３
月
だ
っ
た
。
す
で
に
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
東
」「
深
い
浸
食
の
国
」「
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
」

の
３
部
作
を
山
と
渓
谷
社
か
ら
出
版
し
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
に
輝
い
て
い
る
。
こ
の
３
冊

で
、
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
か
ら
四
川
省
の
成
都
ま
で
の
広
大
な
地
域
の
概
略
は
把
握
出
来
る
た

め
、
次
の
新
た
な
本
に
は
何
を
加
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
た
。

未
踏
の
辺
境
や
山
岳
を
紹
介
す
る
た
め
に
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
記
述
の
正
確
さ
と
写
真
、

詳
細
な
地
図
で
あ
る
。

写
真
を
中
心
に
し
た
大
型
本
は
、
２
０
０
８
年
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
グ
の

Detjen-Verlag

社
か
ら
「Die

Alpen
Tibet

」（
テ
キ
ス
ト
、
地
図
３
０
葉
、
写
真
２
６
０
枚
）
が
刊
行
さ

れ
て
い
る
。
発
行
者
の
精
神
科
医
Ｄ
・
ペ
ド
ロ
さ
ん
は
、
こ
の
本
の
た
め
に
出
版
社
を
起
こ

し
、
現
在
は
最
新
の
写
真
を
加
え
て
、
山
域
別
に
全
４
巻
の
英
語
版
を
編
集
中
で
、
今
年
末

ご
ろ
に
は
出
版
さ
れ
る
と
い
う
。

す
で
に
大
型
本
と
３
部
作
が
あ
る
の
で
、
英
語
版
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
し
て
、
山
域
別
に

全
体
を
解
説
す
る
内
容
を
考
え
て
み
た
。
し
か
し
最
初
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
中
村
さ
ん
は
完

璧
な
案
を
練
り
上
げ
て
い
た
。
９
割
以
上
の
完
全
原
稿
と
使
用
す
べ
き
山
岳
写
真
が
準
備
さ



れ
、
懸
案
の
地
図
は
、
こ
の
地
域
の
踏
査
経
験
を
持
つ
竹
内
康
之
さ
ん
の
精
密
か
つ
詳
細
な

図
が
、
山
域
ご
と
、
踏
査
ル
ー
ト
ご
と
に
添
え
ら
れ
て
い
た
。

精
読
す
る
と
、
山
渓
３
部
作
以
降
、
２
０
０
５
年
か
ら
の
踏
査
記
録
が
網
羅
さ
れ
て
い
た
。

重
複
す
る
地
域
で
も
、
よ
り
深
く
未
踏
の
山
々
を
求
め
て
分
け
入
り
、
そ
の
素
顔
に
迫
っ
て

い
る
。
３
部
作
を
読
ん
で
横
断
山
脈
を
理
解
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
が
恥
ず
か
し
く
な
る
。

禁
断
の
易
貢
蔵
布
探
査
な
ど
、「
最
後
の
辺
境
」
の
広
大
な
踏
査
が
３
冊
に
収
ま
る
わ
け
が
な

く
、
は
る
か
に
広
く
て
奥
深
い
。
さ
ら
に
四
川
、
雲
南
、
東
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
の
探
検
隊
の
足

跡
や
宣
教
師
た
ち
の
苦
闘
を
追
っ
て
綿
密
な
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
、
時
に
宣
教
師
の

文
献
を
探
っ
て
パ
リ
に
も
飛
ぶ
。
中
村
さ
ん
の
執
念
に
は
圧
倒
さ
れ
た
。

編
集
者
と
し
て
、
写
真
と
地
図
に
で
き
る
限
り
ペ
ー
ジ
を
割
く
こ
と
に
し
た
が
「
梅
棹
賞
」

の
受
賞
理
由
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
重
要
性
、
地
図
の
正
確
さ
、
中
村
さ
ん
の
探
究
心
」

と
あ
り
、
我
が
意
を
得
た
思
い
だ
っ
た
。

中
村
さ
ん
は
「
最
後
の
辺
境
」
に
つ
い
て
、
海
外
だ
け
で
１
４
カ
国
、
２
９
回
の
講
演
を
行

い
、
貴
重
な
山
岳
情
報
な
ど
惜
し
気
も
な
く
提
供
す
る
。
外
国
で
の
反
響
や
交
流
、
講
演
旅

行
等
に
も
章
を
割
い
て
い
る
が
、
情
報
を
隠
さ
ず
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
友
情
は
普
遍

的
に
な
る
こ
と
も
示
し
て
い
る
。

「
登
山
家
は
読
む
こ
と
、
登
る
こ
と
、
書
く
こ
と
の
３
つ
そ
ろ
っ
て
一
人
前
」
が
中
村
さ
ん

の
座
右
の
銘
だ
が
、
担
当
し
て
思
う
の
は
、
現
代
の
登
山
家
・
探
検
家
は
こ
れ
に
「
伝
え
る

こ
と
」
を
加
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
は
、
書
く
だ
け
で
は
足
り

ず
、
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
情
報
が
集
ま
り
、
よ
り
大
き
な
成
果
を
生

み
出
し
て
い
く
。

中
村
さ
ん
は
現
在
、
地
図
と
写
真
を
組
み
合
わ
せ
た
「
チ
ベ
ッ
ト
の
ア
ル
プ
ス
と
辺
境
の
地

図
集
」（
英
・
日
・
中
国
語
）
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
地
図
作
製
は
竹
内
康
之
さ
ん
。
足
り
な

い
写
真
は
世
界
中
か
ら
集
め
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
書
も
ま
た
、
多
く
の
登
山
家
を
導
く
貴

重
な
書
物
・
資
料
と
な
ろ
う
。


